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本展は、元ソ連非公認作家で、現代ロシア美術界の代表的な作家であるニキータ・アレクセーエフの
ドローイング展である。アレクセーエフに関する日本語資料は少ないため、最初に作家の略歴を簡単に
振り返っておきたい。
アレクセーエフは、 1953年、モスクワに生まれ、幼少期から絵を描き始めた。芸術家と交流の深かっ
た両親の影響で、ドミートリー・クラスノベフツェフ、オスカノレ・ラピン、アナトーリー・ズ、ヴェーレ
フらを早くから知り、 1967年にミハイル・ロギンスキーの作品を見て深い影響を受けたという。 1964
年から 76年にかけて、スジコフ記念美術大学付属中学校、 1905年記念美術学校、印刷芸術大学等で学
んだ。
1969年にアンドレイ・モナステイルスキー、ニコライ・パニトコフ、レフ・ノレピンジュテインらと知
り合い、芸術、ジョン・ケージなどの現代音楽、現代詩、禅や仏教をはじめとする東洋文化全般への関
心を共有し、芸術家グループを形成した。 1970年代初頭には、イリヤ・カパコフ、イワン・チュイコフ、
ヴィクトノレ・ピヴァヴァーロフ、イリーナ・ナホワらとも交流を重ねた。
1970年代半ばから、モナステイルスキー、パニトコフらと共に、ソ連体制下の管理された都市空間を
離れて郊外でパフォーマンスを行う(集団行為)の活動を展開した。
1973年には連作(物の詩学〉を、その後は抽象絵画を制作し、 70年代後半には、モスクワ・コンセ
プチュアリズム・サークノレのリーダー的存在となり、カパコフのインスタレーション〈ノマ〉の登場人
物の 1人ともなった。 70年代末には、ムハモーノレ・グ、ノレープ、ワジム・ザノ¥ーロフ、ユーリー・アリベ
ルトらとも交流を始めている。
1982年から 84年にかけてモスクワの自宅のワンルーム・マンションをインスタレーションに変える
グループ展を開催し、それを (APTART) ((Apar位lent)と (Art)から成る造語)と名づけた。アレ
クセーエフの (APTART)は、ソ連の非公認作家が居住空間でしか作品を展示できないという状況に焦
点を当てた政治的メッセージ性を持つもので、 (集団行為〉とは別の方法で都市空間の統制を問題化す
るアクションだ、った。
1987年にはフランスに移住。パリでグラフィックの連作やアーテイスト・ブックを制作したが、 1993
年に帰国。ギリシャ、モンテネグロ、イタリアなどのレジデンス先やモスクワで、詩のような断片的な
テクストをかきこんだ水彩画、アクリル画の連作を多数制作している
創作テーマは多岐に渡るが、代表作に、日本の伝承「箸木」に基づいた連作ドローイングがある。ソ
1アレクセーエフの略歴については、サーシャ・オブホワによる以下の資料を参考にした。 MOCROBCR質量
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連では 1960-80年代にかけて日本文化が一大ブームとなり、多くのソ連人が日本への「精神的な亡命(内
的亡命)Jをソ連の過酷な日常を乗り切る手段としたが、アレクセーエフも日本文化を深く愛し、自伝
的著書『記憶の連なり j(モスクワ、新文学展望社、 2008年)等にも日本の古典・宗教・文化・伝承に
ついての言及が多数見られる。いつか来日して、日本の風景、伝承、日用品等を連作に描くことを熱望
している。
* * * 
本展でアレクセーエフが発表した連作(テーブルクロス、野菜、プーチンの女性の化身〉は、 3つの
小さなシリーズで構成されている。テーブルクロスの上に幾何学模様を配置した第 lの作品群、テープ
ルクロスの上に野菜(と一部のドローイングで幾何学模様)を配置した第2の作品群、テーブルクロス
を背景に、奇妙な帽子を被り、胸を露にし、野菜を持った女性を描いた第3の作品群である。女性を描
いたドローイングの上部には、女性達の風変わりな名前と役職名、生没年(近未来である)がテクスト
で書きこまれ、下部にはアトリビュートである野菜の名称が記されている。
この連作には、不思議な点がいくつもある。「レフ・パクストやオーブリー・ピアズリー的なデカダ
ンスJ2を漂わせる奇妙な女性達は、「プーチンの女性の化身j なのか。 2枚重ねられたように見えるテ
ープルクロスは、透明な地に模様が印刷されているのか。ロシア・アヴァンギヤノレド的な幾何学模様は、
なぜ日用品であるテーブルクロスの上に配置されているのか。
「プーチンの化身j という点に関して言えば、まず念頭に置かなくてはならないのは、本作がウクラ
イナとロシアの関係が緊迫化した 2013年に制作開始され、 2014年2月に始まった戦争期に展示された
ことである。アレクセーエフは、ソ連時代から一貫して独裁的政治に対する批判的発言を繰り返し、と
りわけ 70、80年代には統制国家を榔撤する作品も制作してきたが、近年では、政治批判は主に著書や
SNSを通じた言論活動で、行っていた。しかし本作では、戦争前夜の緊張と戦争勃発が直接的な引き金と
なり、権力が分化、増殖して奇妙な女性像として出現した未来の光景が描かれている。ただし、生気と
表情のない装飾的な女性像が、衣装の幾何学的な模様によって背景に埋没しているのに対し、細部まで
丹念に描かれた拡大された野菜は瑞々しく輝き、圧倒的な存在感を際立たせている。これは、偶人の日
常における美や小さな奇跡が、いつの時代も政治に対抗しうるという意思表明なのだろうか。
アレクセーエフは、これまでにも、身の回りのあらゆる物(マッチや文房具などの日用品、果物、野
菜、動物、鳥、海、野原、樹木)の中に詩情と物語を見出し、しばしば自作の短いテクストを添えて、
それをドローイングに描き、静誼で完全な小世界を生み出してきた。海辺の木と小さな家、世界樹を思
わせる箸木と白い犬、なだらかな山々の連なり…… アレクセーエフの風景画は、争いと矛盾に満ちた
この世界のあらゆる場所に、天国のような空間があることを表現しているようだ。そして、身近な食器
や野菜を描いたアレクセーエフのドローイングからは、それらを手に取れることの幸福、すなわち生き
ていることの奇跡を作家が感じながら、世界を日々新しいまなざしで見つめていることが伝わってくる。
アレクセーエフの多くの著作も、作家の世界観を知るための重要な手がかりである。庖員や運転手な
ど偶然出会った人々との会話や、旅先の光景、路傍の植物など、あらゆる日常の中に物語を見出し、す
べてを書きとめようとするアレクセーエフの文才は、(歴史や異文化を含む)世界に対する旺盛な好奇
心、自分の体験を客観化し得る距離感とユーモアに支えられている。日常の無数の出来事を伝説化し、
新しい神話を紡ぎ出す彼の文学作品は、もちろん彼の芸術活動とも一体化している。
アレクセーエフは、しばしば冗談めかして「私はスターリン体制下で生まれ、プーチン体制下で死に
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ゆく」と発言する。しかし、どんな状況下にあっても、世界は美しく、日常は奇跡に満ちていることを、
アレクセーエフは日用品や野菜の絵を通じて語り続ける。
アレクセーエフが敬愛する画家ドミートリー・クラスノベフツェフは、蒐集した瓶や鉢、石を構成し、
死と沈黙を思わせる灰色と褐色の静物画を描き続けた。一方で、アレクセーエフの色鮮やかな静物画が
描き出すのは、幸福な生である。政治に強烈な憤りを感じ、現体制を公的に激しく糾弾しながらも、折
にふれて「私は幸せな人間だj と語るアレクセーエフは、生を権力や政治に侵されない幸福な瞬間の連
続とすることによって、政治に対抗するというソ連的かつ哲学的な生き方で、ソ連時代とプーチン体制
を生き抜き、表現を続けてきた。そして、連作 (テーブルクロス、野菜、プーチンの女性の化身〉もま
た、日常と政治という作家の最大の関心事を表現し、日常の勝利を宣言したマニフェスト的な作品であ
る。
ニキータ・アレクセーエフ (テープ、ルクロス、野菜、プーチンの女性の化身)
紙にインク、水彩、 50x 40 Cffi. 2013年
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